
第49号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成12年（2000）10月

練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文　化　財　係）

℡　3　9　9　3　－1111

〒17　6　－　8　5　01

練馬区豊玉北6－12－1

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
（
T
O
k
y
O
 
H
e
r
i
l
a
g
e
 
W
e
e
k
）
参
加
事
業

「
石
神
井
城
フ
ォ
エ
フ
ム
ニ
8
0
0
」
を
開
催
！

～
石
神
井
城
と
自
然
を
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
誇
勺
に
～

二
月
二
日

石

会場案内図

今
年
で
三
回
目
の
開
催
と
な
る
「
石
神
井
城

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。
都
打
の
文
化
財
を
一
斉
に
公

開
す
る
「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」
の
参
加
事

業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
石
神
井
城
跡
の
解
明
に
焦
点
を
あ

て
、
郷
土
の
歴
史
に
触
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
目
、
ご
家
族
で
、
、
ぉ
友

達
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
が

▽
と
　
き
　
二
月
一
一
日
　
（
土
）
、
午
前
一
〇

時
三
〇
分
～
午
後
三
時

▽
と
こ
ろ
　
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡
と
練

馬
区
郷
土
資
料
室

▽
内
　
容

◆
展
示
会
「
石
神
井
城
を
解
明
す
る
」

O
「
発
掘
調
査
か
ら
」
～
城
跡
野
外
会
場
～

石
神
井
城
跡
に
関
す
る
発
掘
成
果
な
ど
パ
ネ

ル
を
中
心
に
展
示
し
、
解
説
し
ま
す
。

○
企
画
展
「
豊
島
氏
の
足
跡
」

桓
武
平
氏
の
末
商
で
、
中
世
に
は
石
神
井
城

．
を
本
拠
と
し
て
い
た
豊
島
氏
の
歴
史
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
＜
練
馬
区
郷
土
資
料
室
に
て
一

〇
月
二
一
日
～
二
月
一
四
日
∨

◆
城
跡
発
掘
場
の
公
開

土
塁
裾
部
分
の
土
木
工
事
方
法
や
内
郭
の
遺

構
分
布
を
確
認
す
る
た
め
の
学
術
調
査
が
、
区

民
の
手
に
よ
り
、
一
一
月
二
日
～
二
月
一
〇

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
発
掘
現
場
を
公
開
七
、

l
そ
の
成
果
を
解
説
し
ま
す
。

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
コ
ー
ナ
ー

鎌
倉
時
代
、
最
初
に
石
神
井
地
域
と
関
わ
り

を
も
っ
た
と
い
わ
れ
る
豊
島
三
郎
入
道
と
そ
の

妻
土
用
熊
（
と
よ
く
ま
）
。
そ
の
二
人
に
扮
し

て
記
念
写
真
が
撮
れ
る
場
所
を
設
け
ま
す
。
カ

メ
ラ
は
皆
さ
ん
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
文
化
財
を
護
る
活
動
を
し
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
（
先
着
五
〇
人
）
に
、
「
ま
も
る

く
ん
バ
ッ
ジ
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
展

示
会
場
や
発
掘
現
場
を
案
内
す
る
は
か
、
石
神

井
城
跡
の
地
形
を
観
察
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ

の
会
場
で
あ
る
郷
土
資
料
室
ま
で
歩
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

※
雨
天
の
場
合
、
野
外
の
催
し
は
中
止
。

石神井城跡
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文
化
財
を
見
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

文
化
財
保
護
強
調
週
間
／
東
京
文
化
財
ウ
ィ
電
ク

第49号

一
一
月
一
日
か
ら
七
日
は
、
「
文
化
財
保
護

強
調
週
間
」
で
す
。
昭
和
二
四
年
、
奈
良
県
法

隆
寺
金
堂
の
火
災
に
よ
り
、
奈
良
時
代
に
描
か

れ
た
壁
画
が
焼
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

事
件
を
教
訓
と
し
て
、
翌
年
に
は
文
化
財
保
護

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
財
保
護
へ
の
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
「
文
化
財
保
護

強
調
週
間
」
は
、
昭
和
二
九
年
、
国
民
一
人
一

人
が
文
化
財
を
国
民
の
財
産
と
し
て
愛
護
す
る

よ
う
、
様
々
な
行
事
や
広
報
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
都
で
は
平
成
一
〇
年
度
よ
り
、
都
内
の

文
化
財
を
皆
さ
ん
に
集
中
的
に
公
開
し
、
文
化

財
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」
を
強
調
週
間
の
行

事
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
二
月
三
日
～
二
言
の
一
〇
日

間
を
、
文
化
財
の
公
開
を
行
っ
て
い
く
期
間
と

し
、
都
内
で
一
九
五
か
所
、
二
九
八
件
の
文
化

財
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
〇
月
と
一

一
月
に
は
、
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
企
画
事
業
と
し

て
、
講
座
な
ど
九
二
件
の
様
々
な
文
化
財
保
護

事
業
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

練
馬
区
内
の
文
化
財
で
は
、
国
指
定
の
天
然

記
念
物
「
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
」
を
は

じ
め
、
次
の
七
件
の
文
化
財
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

普
段
か
ら
見
学
出
来
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

公
開
期
間
中
は
、
場
所
を
示
す
の
ぼ
り
が
立
て

ら
れ
、
解
説
カ
ー
ド
も
用
意
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
で
公
開

さ
れ
る
区
内
の
文
化
財

○
小
野
南
山
墓
（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

小
野
蘭
山
（
一
七
二
九
－
一
八
一
〇
）
は
江

戸
中
期
に
活
躍
し
た
本
草
学
者
（
博
物
学
）
で
、

江
戸
の
医
学
館
で
の
講
義
を
弟
子
が
ま
と
め
た

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
四
八
巻
は
日
本
最
大
の
本

草
学
の
文
献
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
墓
所
は
関

東
大
震
災
後
、
西
浅
草
か
ら
移
転
し
て
き
ま
し

た
。〔

所
在
地
〕
練
馬
四
－
二
七
　
迎
接
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
）

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅
（
西
武
線
・
都
営
線
）

下
車
徒
歩
三
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
〇
分

○
池
永
道
雲
墓
（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

池
永
道
雲
（
一
六
六
五
－
一
七
三
七
？
）
は

幼
い
頃
か
ら
書
道
を
学
び
、
中
国
の
黄
道
謙
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
蒙
刻
の
大
家
と
な
り
ま
し

た
。
代
表
的
な
著
書
に
は
『
蒙
海
』
　
（
蒙
書
辞

典
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
墓
所
は
関
東
大
震
災

後
、
西
浅
草
か
ら
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
－
二
七
　
受
用
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
）

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅
（
西
武
線
・
都
営
線
）

下
車
徒
歩
三
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
〇
分

●
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
セ
キ
（
国
指
定
天
然

記
念
物
）

白
山
神
社
の
拝
殿
前
と
階
段
下
に
二
株
が
生

育
し
て
い
ま
す
。
拝
殿
前
の
ケ
ヤ
キ
は
平
成
元

年
に
暴
風
で
倒
れ
か
か
り
、
樹
勢
回
教
の
た
め
、

上
部
が
切
り
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
元
は
現
在
の

倍
以
上
の
高
さ
を
誇
る
巨
木
で
し
た
。
こ
の
二

株
の
ケ
ヤ
キ
は
、
蘇
義
家
が
一
〇
八
三
年
に
東

北
方
面
の
征
伐
の
た
め
に
こ
の
地
を
訪
れ
、
戦

勝
祈
厳
を
し
た
時
に
苗
木
が
奉
納
さ
れ
た
も
の

と
地
元
で
は
言
い
伝
え
て
い
ま
す
。

白山神社の大ケセキ

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
－
二
　
白
山
神
社
境
内

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅
（
西
武
線
・
都
営
練
）

下
車
徒
歩
五
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
九
時
～
午
後
五
時

●
尾
崎
遺
跡
（
東
京
都
指
定
史
跡
・
出
土
品
は

区
指
定
有
形
文
化
財
）

区
立
春
日
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
昭

和
五
四
年
・
五
五
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
旧
石

器
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
春

日
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
指
定
範
囲
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ナ
イ
フ
形
石
器
や
縄
文
土
器
、
中

近
世
の
陶
磁
器
な
ど
の
出
土
品
が
学
校
内
の
展

示
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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〔
所
在
地
〕
春
日
町
五
－
一
二
－
一

春
日
小
学
校
内

〔
交
　
通
〕
練
馬
春
日
町
駅
（
都
営
線
）
下
車

徒
歩
八
分

〔
公
開
時
間
〕
　
二
月
三
・
五
・
一
二
日

（
午
前
一
〇
時
～
午
後
四
時
）

二
月
四
二
一
日

（
午
後
一
時
～
午
後
四
時
）

神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
〇
L
＜
一
ペ
ー

ジ
参
照
∨
で
公
開
し
ま
す
。
）

第49号　ねりまの文化財

※
学
校
内
に
立
ち
入
り
の
際
は
、
学
校
受
付
に

お
伸
し
出
く
だ
さ
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
中
の

場
合
は
、
周
辺
か
ら
の
見
学
と
な
り
ま
す
。

◎
石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

石
神
井
公
園
内
の
三
宝
寺
池
周
辺
は
史
跡
や

自
然
の
豊
富
な
と
こ
ろ
で
す
。
三
宝
寺
池
は
武

蔵
野
三
大
湧
水
の
一
つ
で
、
か
つ
て
は
湧
き
水

が
豊
富
で
、
石
神
井
川
の
源
流
と
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
南
側
の
台
地
に
、
石
神
井
城
跡

が
あ
り
ま
す
。
中
世
に
こ
の
あ
た
り
を
支
配
し

て
い
た
豊
島
氏
の
城
で
、
太
田
道
港
に
攻
め
ら

れ
、
一
四
七
七
年
に
落
城
し
て
い
ま
す
。
城
の

中
心
と
考
え
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
土
塁
や
堀

が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

〔
所
在
地
〕
石
神
井
台
一
丁
目
ほ
か
都
立
石
神

井
公
園
内

〔
交
　
通
〕
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
線
）
下
車

徒
歩
一
〇
分

〔
公
開
時
間
〕
終
日
（
城
の
中
心
部
分
は
「
石

◎
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

石
神
井
公
園
内
の
三
宝
寺
池
の
中
央
、
「
中

の
島
」
周
辺
が
指
定
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
水
性
植
物
を
中
心
に
、
貴
重

な
植
物
相
が
み
ら
れ
ま
す
。
水
質
の
悪
化
な
ど

に
よ
り
、
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
植
物
も
あ
り
ま

す
が
、
保
護
へ
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
所
在
地
な
ど
は
上
記
に
同
じ
）

な
お
、
文
化
財
を
訪
れ
る
際
は
、
所
有
者
や

周
囲
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

三宝寺池・コウホネの自生

郵
曳
褒
詞
空

音
増
資
劉
忽
ヰ

こ
の
た
び
、
郷
土
資
料
室
に
篠
房
輔
と
い
う

人
の
資
料
が
、
長
女
の
辻
岡
久
子
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
篠
房
輔
は
旧
中
新
井
村
（
現

在
の
豊
玉
南
周
辺
）
に
住
ん
で
い
た
方
で
、
大

正
初
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
北
豊
島
都
会

議
員
、
東
京
府
会
議
員
、
東
京
市
会
議
員
を
歴

任
し
ま
し
た
。
立
憲
政
友
会
に
属
し
、
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）
一
月
に
当
時
政
友
会
総
裁
で

あ
っ
た
犬
養
毅
（
後
の
首
相
）
か
ら
政
友
会
東

京
支
部
幹
事
に
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
贈
さ

れ
た
資
料
は
、
政
治
関
係
の
文
書
や
新
聞
で
す
。

文
書
な
ど
か
ら
は
、
篠
房
輔
が
政
治
家
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
み
、
地
域
の
振

興
に
努
め
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
武
蔵
野
鉄
道
（
現

西
武
鉄
道
）
か
ら
贈
ら
れ
た
感
謝
状
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
開
通
時
に
駅
（
練
馬
駅
と
思
わ
れ

る
）
を
設
け
る
こ
と
に
尽
力
し
た
た
め
で
し
た
。

ま
た
、
新
聞
は
『
萬
朝
報
（
大
正
三
年
九
月

二
二
日
）
』
　
『
東
京
府
民
新
聞
（
大
正
三
年
一

月
一
五
日
）
』
　
『
豊
島
新
聞
（
昭
和
二
年
一
月

一
五
日
）
』
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
存
し
な
い

戦
前
の
新
聞
社
の
も
の
で
、
珍
し
く
、
大
変
貴

吾
な
も
の
で
す
。

特
に
『
豊
島
新
聞
』
は
大
泉
村
上
土
支
田
の

豊
島
新
聞
社
発
行
の
い
わ
ば
「
ね
り
ま
の
地
元

紙
」
で
、
今
ま
で
そ
の
存
在
す
ら
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
一
月
一
五
日
号
の
記
事
だ
け
で

も
、
北
豊
島
郡
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
大
正
一
五

年
（
一
九
二
六
）
、
石
神
井
に
公
園
を
建
設
す

る
こ
と
に
つ
い
て
篠
房
輔
や
大
木
金
兵
衛
な
ど

の
東
京
府
会
議
員
が
府
知
事
に
発
議
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
三
宝
寺
池
周
辺
の
公
園
化
に
つ

い
て
、
地
元
石
神
井
の
人
た
ち
の
活
動
が
紹
介

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
府
会
議
員
の
人
た
ち
も

石
神
井
の
公
園
建
設
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

′
こ
の
よ
う
に
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は

「
戦
前
の
ね
り
ま
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
子
を
伝

え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。
ご
寄

贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
辻
岡
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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え
化
身
瀦
屋
の
ご
意
志

線
路
豆
の
席
畿
丘
集
塵
烏
箇
伺

練
馬
区
で
は
伝
統
工
芸
を
区
の
産
業
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
、
同
時
に
区
の
文
化
財
と
し

て
保
護
す
る
た
め
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

練
馬
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸
を
じ
か
に
学
び
、

身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
「
文

化
財
講
座
」
と
し
て
工
房
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

東
京
手
描
友
禅
、
江
戸
刺
繍
、
東
京
額
縁
の

三
業
種
に
つ
い
て
、
午
前
中
に
各
工
芸
の
歴
史

や
技
術
の
講
義
を
受
け
、
午
後
か
ら
各
工
房
に

分
か
れ
て
見
学
し
ま
す
。

①
事
業
名
「
伝
統
工
芸
工
房
訪
問
」

②
見
学
希
望
工
房
（
A
．
B
．
C
．
の
別
）

③
住
所

④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

⑤
電
話
番
号

応
募
は
、
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
に

限
り
ま
す
。

▽
定
員
　
六
〇
名
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

な
お
、
一
一
月
二
目
　
（
木
）
　
か
ら
四
日

（
土
）
の
三
日
間
、
第
二
一
回
「
練
馬
区
伝
練

工
芸
展
」
が
区
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
四

業
種
の
伝
統
工
芸
の
技
術
と
作
品
が
紹
介
さ
れ
、

伝
統
技
術
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
伝

統
工
芸
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
ぐ
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
ね
り
ま
区
報
一
〇
月
二
一
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
二
月
二
七
日
（
月
）

講
義
　
午
前
一
〇
時
三
〇
分
～
一
二
時

練
馬
区
役
所
二
〇
階
交
流
会
場

見
学
　
午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時

各
工
房
に
現
地
集
合

▽
内
容
・
講
師
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会
会
員

A
　
東
京
手
描
友
禅
　
佐
々
木
通
行
氏

B
　
江
戸
刺
繍
　
　
江
上
芳
子
氏

C
　
東
京
額
縁
　
　
安
斎
正
男
氏

▽
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）
　
に

次
の
事
項
を
記
入
し
、
一
一
月
T
O
日
（
必

着
）
ま
で
に
区
役
所
生
涯
学
習
課
文
化
財
へ
。

工房見学風景

ま
ち
の
歴
史
と
文
化
の
案
内
役

r
丈
化
身
親
朋
叔
J

を
大
切
に
！

休
み
の
日
は
私
た
ち
の
ま
ち
練
馬
を
の
ん
び

り
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
古
い
お
寺
や
神
社
、

そ
し
て
路
傍
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
石
造
物
、
川
や

池
に
は
緑
豊
か
な
景
色
が
広
が
っ
て
私
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

区
の
登
録
文
化
財
は
既
に
一
二
〇
件
を
超
え
、

有
形
の
文
化
財
で
あ
れ
ば
、
文
書
な
ど
建
物
の

中
に
あ
る
も
の
を
除
き
、
神
社
の
本
殿
、
お
寺

の
鐘
、
庚
申
塔
、
地
蔵
、
庭
園
な
ど
、
散
策
を

し
な
が
ら
見
学
が
で
き
る
も
の
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。そ

の
際
、
頼
り
に
な
る
の
が
文
化
財
説
明
板
。

文
化
財
の
来
歴
や
優
れ
た
点
な
ど
を
簡
略
に
説

明
、
対
象
物
に
対
す
る
理
解
の
一
助
に
と
練
馬

区
教
育
委
員
会
が
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

そ
の
数
は
旧
街
道
の
道
し
る
べ
の
説
明
板
な
ど

を
含
め
一
四
六
か
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。

説
明
板
の
形
は
状
況
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ

で
す
が
、
代
表
的
な
も
の
は
高
札
型
で
一
番
多

く
、
次
い
で
標
柱
型
、
大
型
と
続
い
て
い
ま
す
。

金
属
製
の
説
明
板
は
、
昭
和
四
〇
年
代
の
終
わ

り
頃
か
ら
設
置
し
、
以
後
新
設
や
立
替
え
を
し

な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
文
字
板
面

が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
支
柱
上
の
板
が
剥
が
さ

れ
る
な
ど
、
瀾
ら
か
に
い
た
ず
ら
さ
れ
た
と
思

わ
れ
扉
の
も
あ
り
ま
す
。
文
化
財
説
明
板
は
公

共
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
頼
り
に
見
学
す
る
人
が

い
る
中
で
、
こ
う
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
大

変
残
念
で
す
。

少
し
の
さ
び
は
ご
勘
弁
い
た
だ
く
と
し
て
、

皆
様
の
ご
近
所
に
、
も
し
目
に
余
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
文
化
財
係
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
歴
史
と
文
化
の
案
内
役
、

文
化
財
説
明
板
も
文
化
財
と
同
様
に
大
切
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

標　柱　型
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